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はじめに 

畜産経営の大規模化が進展しているウシ・ブタなどの大中家畜では，農場における感染症発生

は収益性に甚大な被害を及ぼす。一方，家畜感染症の制御を目的とした伝播様式およびリスク因

子の特定，予防・再発防止策の構築のための一連の手法は確立されておらず，この問題を解決す

るためには，生産現場から収集可能なビッグデータを用いた客観的な疫学的アプローチの確立が

急務である。この問題を解決するために，豚流行性下痢（PED），牛呼吸器病（BRDC），小型ピロ

プラズマ病を対象として，感染症の発生と再発防止を目的とした疫学手法の研究開発を実施して

きたので，以下に概要を紹介する。 

 

PED の感染伝播様式の解明や感染リスク因子の特定 

PED は新生子豚の高死亡率を特徴とし，世界各地で発生と再発を繰り返す悪性伝染病である。

演者は，我が国で PED が多発した南九州の全農場の地理情報・PED 発生情報を時空間解析で分

析した。PED 発生が地理的かつ時間的に集中していたクラスター発生は農場密集地帯で多く確認

され，PED 発生農場による他農場への高い感染伝播リスクは発生後 10 日間・2 km の範囲で有し

ていたことを発見した（図 1）。これにより演者は，感染伝播様式や伝播リスクの時空間的特徴を

明らかにした 1)。次に，感染リスク

因子の特定のために，防疫体制や

飼養管理のデータを用いた多変量

ロジスティック回帰分析を行い，

PED 発生農場までの距離と飼料運

搬トラックの訪問回数が主要な感

染リスク因子であること，リスク

低減のためには十分な消毒時間を

確保することが重要であることを

明らかにした 2)。加えて，感染症の

再発防止を目的とした生産者の意

識改善のため，感染症の発生に伴

う生産性・経済性指標への影響を

定量化した。PED 発生農場の繁殖

成績および経済損失を算出し，妊娠後期で PED に罹患した母豚の哺乳子豚の哺乳中死亡率が約

80%であること 3)，宮崎県・鹿児島県の PED 発生に伴う被害総額が 12 億円であることを明らか

にした 4)。また，予防・再発防止に向けた防疫体制レベル改善のために，農場の防疫体制を定量

化できる査定ツールを開発した 5)。 

 

図 1. Knox test を用いた PED 発生リスクに関する時空間解

析の結果． 



BRDC への感染リスク値の定量化や早期検出法の確立  

BRDC は，輸送や環境変化等に伴うストレス感作や，ウイルス・細菌等の病原微生物による感

染が複雑に絡み合って発生する。本疾病は子牛の死廃・病傷事故の主要な原因であり，牛の産業

界において経済的損失が大きい疾病の一つで，発症した場合には早期の治療が重要である。演者

は，子牛預託育成牧場で飼育されている黒毛和種肉用子牛を対象として，BRDC 発生リスクに関

連するリスク因子を分析した 6)。子牛預託育成牧場は多頭群飼育であり，罹患牛の早期摘発が困

難かつ感染が伝播しやすいという特徴を持つため，BRDC の高リスク牛の特徴を明らかにするこ

とが重要である。預託育成農場に導入された子牛の農場導入時情報として，性，血統，導入季節，

導入日齢，導入時体重，導入時胸囲を用いて，BRDC 発生リスクとの関連性を Mixed effect logistic 

regression model で分析した。その結果，感染ハイリスク子牛の特徴として，導入季節，性，導入

日齢が関与しており，血統や導入時体重および導入時体胸囲は関連がないことを明らかにした

（図 2）。 

また，BRDC の発生に伴う経済被害を定量化するために，子牛預託育成牧場で飼育されている黒

毛和種肉用子牛を対象として，飼養期間中における BRDC に対する治療内容および治療日数に関

するデータを分析した 7)。その結果，飼養期間中において BRDC に罹患した子牛が 54.6%であり，

一回当たりの治療日数および治療コストの平均がそれぞれ 5.9 日，7,767 円であることを明らかに

した。得られた結果を用いて宮崎県全体における BRDC 罹患に伴う経済被害を算出したところ，

年間で約 2.6 億円であると推定された。さらに，黒毛和種肉用子牛の発熱を早期検出するために，

尾部センサを用いた発熱子牛の早期検出方法の確立を試みた 8)。子牛預託育成牧場への導入時に

尾部センサを装着して体表温度データを経時的に収集し，AI による機械学習モデルを用いて発

熱の早期検出予測モデルを構築した。構築した予測モデルでは Accuracy，Precision，Sensitivity が

それぞれ 98.8%， 72.1%，88.1%であり，当該モデルを用いた発熱の早期検出法の有用性を明らか

にした。 

 

 
図 2. BRDC 発生リスクと子牛の農場導入時情報との関連性の分析結果． 



小型ピロプラズマ病の感染リスク因子の特定や生産性への影響の分析  

小型ピロプラズマ病は Theileria orientalis の感染を原因とする牛の原虫病であり，放牧牛で好発

し，発熱や貧血を引き起こす。演者は九州の放牧地において小型ピロプラズマ病に罹患した乳用

子牛の血液動態を調査し，小型ピロプラズマ病の感染強度が高い個体において，重篤な貧血症状

がみられることを明らかにした 9)。また治療薬の投与前の感染強度が高いほど，陰転化する個体

の割合が小さくなることを明らかにした。次に，小型ピロプラズマ病への感染に伴う生産性に関

する影響を調査した。小型ピロプラズマ病への罹患経験がある乳用牛の乳量を追跡調査した結果，

罹患に伴う生産性の差はみられなかったことより，牛舎内における適切な飼養管理によって乳量

低下を抑制できることを明らかにした 10)。また放牧地における小型ピロプラズマ病への対処とし

て，小型ピロプラズマフリー放牧を実現するために，7 年間の休牧，放牧期間中の定期的な血液

検査，感染ダニ対策，放牧開始前 PCR 検査の実施を行った。これらの 4 つの対策実施後は，小型

ピロプラズマがほとんど検出されなかった。この結果より，九州の放牧地においても，乳牛の小

型ピロプラズマフリー放牧の構築が可能であることを明らかにした 11)。 

 

おわりに 

上記のように，演者は家畜感染症の予防・再発防止を目的として，生産現場から収集可能なビ

ッグデータを用いた客観的な疫学的アプローチの手法を確立した。演者は今までの研究で確立し

てきた疫学的アプローチやデータサイエンスを駆使して，現在「食料資源の確保を目的とした持

続可能な畜産業の確立」に貢献できる研究を実施し，社会の発展に貢献していくことを目指して

いる。畜産は我が国の農業産出額で全体の 4 割を占めており，世界的な畜産物の需要拡大に伴っ

て，高能力種の作出や農場の大規模化，ICT 機器の導入がみられている。その一方で，SDGs への

対応や家畜伝染病発生に伴う社会生活への影響，家畜由来耐性菌によるヒトへの健康リスク，畜

産向け飼料の需要増加に伴う食料需給問題，アニマルウェルフェア遵守への課題など，解決すべ

き様々な課題も持ち合わせている。これらの問題を解決するためには，生産者・研究機関・関係

団体との連携が重要となってくる。研究によって得られた成果の普及として，論文投稿も重要か

つ有用な手段であるが，加えてその内容を家畜生産者や獣医師向けに講演会やセミナーで解説し，

予防および再発防止に効果的な対策を積極的に示すことも重要である。今後はこのような疫学的

アプローチの手法を利用した研究成果により，持続可能な畜産業の確立に貢献することが期待さ

れる。 
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